
平成２９年度第１回 広島県道路メンテナンス会議

日時：平成２９年 ８月９日（水）

１３：００～１５：００

場所：広島国道事務所 ５階大会議室

議 事 次 第（案）

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事
（１）規約改正

（２）道路メンテナンス会議年間スケジュール

（３）平成２８年度の点検結果

（４）平成２９年度以降の点検計画

（５）好事例の共有

（６）平成２８年度の取り組み状況と平成２９年度の取り組み

（７）その他

４．連絡調整

５．閉 会



所　属 役職 氏名

役職 氏名

会長 国土交通省中国地方整備局 広島国道事務所長 植田　雅俊

副会長 国土交通省中国地方整備局 福山河川国道事務所長 堀江　豊

副会長 国土交通省中国地方整備局 三次河川国道事務所長 道中　貢

副会長 広島県土木建築局 道路整備課長 吉田　晋司

副会長 広島県土木建築局 技術企画課長 石井　和夫 参事 伊達　雅弘

副会長 広島市道路交通局道路部 道路課長 佐々木　尚行

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 広島高速道路事務所長 野田　主馬

広島県道路公社 道路部長（兼）維持管理課長 三好　博

広島高速道路公社 総務部長 森永　勝 保全課長 秋本　隆彦

本州四国連絡高速道路株式会社
しまなみ尾道管理センター 所長 大川　宗男

呉市 土木部長 田口　康典 副部長 赤瀬　正敬

竹原市 建設部長 有本　圭司 建設課長 大田　哲也

三原市 建設部長 武田　吉充

尾道市 建設部長 山根　広史 維持修繕課長 元谷　智晴

福山市建設局 土木部長 小川　政彦 道路企画担当課長 児玉　信治

府中市 建設産業部長 若井　紳壮 整備保全課長 河毛　茂利

三次市 建設部長 坂本　高宏 係長 日高　孝春

庄原市 環境建設部長 山田　明 建設課長 石原　博行

大竹市 建設部長 坪浦　伸泰

東広島市 建設部長 市川　宏行

廿日市市 建設部長 河崎　勝也

安芸高田市 建設部長 伊藤　良治 次長 百合野　博司

江田島市 土木建築部長 木村　成弘 建設課長補佐 平岡　芳秋

府中町 建設部長 梶川　幸正

海田町 建設部長 久保田　誠司 建設課長補佐 矢熊健治

熊野町 建設部長 沖田　浩

坂町 技監（兼）建設部長 福代　智之 産業建設課長 西谷　伸弘

安芸太田町 建設課長 田中　啓二

北広島町 建設課長 砂田　寿紀

大崎上島町 建設課長 藤原　通伸

世羅町 建設課長 沖　丈博

神石高原町 建設課長 国重　修示

一般社団法人広島県土木協会 技術部長 大和　伸明

オブザーバー 国土交通省中国地方整備局道路部 地域道路調整官 田中　敏彦 地域道路課長 安野　聡

国土交通省中国地方整備局道路部 道路保全企画官 高木　繁

国土交通省中国地方整備局道路部 道路構造保全官 福永　孝敏

事務局 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所道路保全課

広島県土木建築局道路整備課

広島市道路交通局道路部道路課

西日本高速道路株式会社中国支社広島高速道路事務所統括課

平成２９年度第１回　広島県道路メンテナンス会議　出席者名簿

代理出席者
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広島県道路メンテナンス会議規約

（名 称）

第１条 本会議は、「広島県道路メンテナンス会議」（以下「会議」という。）と称する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法（昭和27年法律第180号）第２８条の２に規定の「協議会」に位

置付けるものとし、広島県内の道路管理を計画的、効率的に行うため、各道路管理者が

相互に連絡調整等を行うことにより、道路施設等の予防保全・老朽化対策の強化等を図

ることを目的とする。

（審議事項）

第３条 会議は、前条の目的を達成するため、次の事項について審議する。

一 道路施設の維持管理等に係る情報共有・情報発信に関すること。

二 道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

三 道路施設の技術基準類、健全性の診断、技術的支援等に関すること。

四 その他道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項

（組 織）

第４条 会議は、別表１に掲げる、広島県内における高速自動車国道、都市高速道路、一

般国道、県道及び市町道の各道路管理者等で組織する。

２ 会議には、会長及び副会長６名を置くものとし、会長は国土交通省中国地方整備局広

島国道事務所長、副会長は国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所長、国土交通

省中国地方整備局三次河川国道事務所長、広島県土木建築局道路整備課長、広島県土木

建築局技術企画課長、広島市道路交通局道路部道路課長及び西日本高速道路株式会社中

国支社広島高速道路事務所長とする。

３ 会長に事故等あるときは、副会長がその職務を代行する。

４ 会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため、専門部会を設置することがで

きる。

５ 会議には、高速自動車国道、都市高速道路、一般国道、県道及び市町道の各道路管理

者の代表者からなる幹事会を置くものとし、構成は別表２のとおりとする。

６ 会議に、道路施設等の不具合発生時等における技術的な助言、専門的な研究機関等へ

の技術相談の窓口を設置し、国土交通省中国地方整備局広島国道事務所道路保全課に置

く。

（会議の運営）

第５条 会議は、必要に応じて会長が招集し、運営する。

２ 会議には、必要に応じて、会長が指名する者の出席を求めることができる。

（幹事会）

第６条 幹事会は、必要に応じて幹事長が招集し、次の事項について調整する。

一 会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整に関すること。

資料①



二 会議における審議議題の調整に関すること。

三 その他会議の運営に際し必要となる事項の調整に関すること。

（事務局）

第７条 会議の事務局は、国土交通省中国地方整備局広島国道事務所道路保全課、広島県

土木建築局道路整備課、広島市道路交通局道路部道路課及び西日本高速道路株式会社中

国支社広島高速道路事務所統括課に置く。

（規約の改正）

第８条 本規約の改正等は、会議の審議・承認を得て行う。

（その他）

第９条 本規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定める。

（附 則）

本規約は、平成２６年６月３０日から施行する。

平成２７年６月１２日 改正

平成２８年７月２６日 改正

平成２９年８月 ９日 改正



所　　　属 役　　職

会長 国土交通省中国地方整備局 広島国道事務所長

副会長 国土交通省中国地方整備局 福山河川国道事務所長

副会長 国土交通省中国地方整備局 三次河川国道事務所長

副会長 広島県土木建築局 道路整備課長

副会長 広島県土木建築局 技術企画課長

副会長 広島市道路交通局道路部 道路課長

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 広島高速道路事務所長

広島県道路公社 道路部長（兼）維持管理課長

広島高速道路公社 総務部参事長

本州四国連絡高速道路株式会社しまなみ尾道管理センター 所長

呉市 土木部長

竹原市 建設部長

三原市 建設部長

尾道市 建設部長

福山市建設局 土木部長

府中市 建設産業部長

三次市 建設部長

庄原市 環境建設部長

大竹市 建設部長

東広島市 建設部長

廿日市市 建設部長

安芸高田市 建設部長

江田島市 土木建築部長

府中町 建設部長

海田町 建設部長

熊野町 建設部長

坂町 技監（兼）建設部長

安芸太田町 建設課長

北広島町 建設課長

大崎上島町 建設課長

世羅町 建設課長

神石高原町 建設課長

一般社団法人広島県土木協会 技術部長

国土交通省中国地方整備局道路部 地域道路調整官

国土交通省中国地方整備局道路部 道路保全企画官

国土交通省中国地方整備局広島国道事務所道路保全課

広島県土木建築局道路整備課

広島市道路交通局道路部道路課

西日本高速道路株式会社中国支社広島高速道路事務所統括課

オブザーバー

事務局

広島県道路メンテナンス会議構成員名簿 別表１



所　　　属 役　　職

幹事長 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所 副所長

副幹事長 国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所 副所長

副幹事長 国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所 副所長

副幹事長 広島県土木建築局道路整備課 参事

副幹事長 広島県土木建築局技術企画課 参事

副幹事長 広島市道路交通局道路部道路課 橋りょう保全対策係長

副幹事長 西日本高速道路株式会社中国支社広島高速道路事務所 副所長

広島県道路公社道路部維持管理課 維持係長

広島高速道路公社総務部保全課 課長

本州四国連絡高速道路株式会社しまなみ尾道管理センター 副所長

呉市土木部土木維持課 課長

竹原市建設部建設課 課長

三原市建設部土木管理課 課長

尾道市建設部維持修繕課 課長

福山市建設局土木部道路整備課 課長

府中市建設産業部整備保全課 課長

三次市建設部土木課 課長

庄原市環境建設部建設課 課長

大竹市建設部土木課 課長

東広島市建設部維持課 建設部次長（兼）課長

廿日市市建設部維持管理課 課長

安芸高田市建設部すぐやる課 課長

江田島市土木建築部建設課 課長

府中町建設部都市整備課 課長

海田町建設部建設課 課長

熊野町建設部建設課 建設部次長（兼）課長

坂町建設部産業建設課 課長

安芸太田町建設課 課長補佐

北広島町建設課 課長補佐

大崎上島町建設課 土木耕地係長

世羅町建設課 管理係長

神石高原町建設課 課長補佐

一般社団法人広島県土木協会 技術部長

国土交通省中国地方整備局道路部 地域道路課長

国土交通省中国地方整備局道路部 道路構造保全官

国土交通省中国地方整備局広島国道事務所道路保全課

広島県土木建築局道路整備課

広島市道路交通局道路部道路課

西日本高速道路株式会社中国支社広島高速道路事務所統括課

広島県道路メンテナンス会議幹事会構成員名簿

オブザーバー

事務局

別表２



道路メンテナンス会議年間スケジュール 資料②



中国地整管内の点検実施状況(全体)

1

○平成26年7月の省令施行を踏まえ。道路管理者は。全ての橋梁・トンネル等について、5年に1回の近接目
視による点検計画を策定。

○平成28年度までの点検実施率は、橋梁 約５４％、トンネル 約５８％、道路附属物等 約５８％
○平成２８年度末の点検実施率は、計画実施率(H26)を上回っている。

【５年間の点検計画と平成２８年度までの点検実施状況】 【道路管理者別 点検状況】

資料③-1



中国地整管内の点検実施状況(全体)

2

○最優先で点検すべき橋梁の平成28年度までの点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋 約６６％、跨線橋
約４５％、緊急輸送道路を構成する橋梁 約６６％であり、跨線橋の点検が遅れている状況。

○跨線橋の点検については、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなど課題が存在するが、全ての鉄道
事業者と今後の点検計画を確認書により確認しており、平成29年度には平成28年度の１．４倍の点検を実
施予定。

コンクリート片の落下等による第三者被害の予防並び
に路線の重要性の観点から、以下については、最優先
で点検を推進

・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋
・跨線橋
・緊急輸送道路を構成する橋梁

【橋梁の点検方針】

【最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成28年度末までの実施状況】

管理施設数
H26～H28
点検計画数

H26～H28
点検実施数

H28年度末
点検実施率

① ② ③ ④=③/①

橋梁 95,093 48,900 51,111 54%

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋 1,480 1,002 982 66%

跨線橋 804 494 365 45%

緊急輸送道路
を構成する橋梁 15,037 10,772 10,005 67%

　※管理施設数①は、Ｈ２９．４．１現在

　※点検計画数②は、Ｈ２６時点の計画数

　※点検実施数③及び点検実施率④は速報値



【機密性２】

30%

19%

14%

25%

30%

23%

10%

15%

21%

11%

11%

21%

24%

25%

21%

道路附属物等

トンネル

橋梁

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

広島県内の点検実施状況（全体）

○平成２６年７月の省令施行を踏まえ、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１回
の近接目視による点検計画を策定。

○平成２８年度までの点検実施率は、橋梁約６１％、トンネル約６７％、道路附属物等約６３％
○平成２８年度末の点検実施率は、橋梁、トンネルについて計画実施率を上回っている。

【５年間の点検計画と平成28年度末までの点検実施状況】 【道路管理者別 点検状況】

道路施設
管理施設数

①

H26～H28
点検計画数

②

H26～H28
点検実施数

③

H28年度末
点検実施率
④＝③/①

橋梁 23,375 13,368 14,217 61%

トンネル 428 267 287 67%

道路附属物等 868 578 550 63%

管理者
管理施設数

①

H26～H28
点検計画数

②

H26～H28
点検実施数

③

H28年度末
点検実施率
④＝③/①

国土交通省 991 521 515 52%

高速道路会社 758 541 508 67%

地方公共団体 21,626 12,306 13,188 61%

合計 23,375 13,368 14,211 61%

22%

資料③-2

※管理施設数①はＨ２９．３月末現在
※点検計画数②は、Ｈ２６時点の計画数
※点検実施数③及び点検実施率④は速報値

27%

24%

14% 25%

18% 22%

29% 10%
Ｈ２８末実施率：６３％（－２％）

【橋梁】

管理者
管理施設数

①

H26～H28
点検計画数

②

H26～H28
点検実施数

③

H28年度末
点検実施率
④＝③/①

国土交通省 90 72 72 80%

高速道路会社 99 78 95 96%

地方公共団体 239 117 120 50%

合計 428 267 287 67%

【トンネル】

管理者
管理施設数

①

H26～H28
点検計画数

②

H26～H28
点検実施数

③

H28年度末
点検実施率
④＝③/①

国土交通省 285 112 87 31%

高速道路会社 210 165 164 78%

地方公共団体 373 301 299 80%

合計 868 578 550 63%

【道路附属物等】

点検実績H26 点検実績H27 点検実績H28

Ｈ２８末計画実施率：６５％

Ｈ２８末計画実施率：６４％

Ｈ２８末実施率：６７％（＋３％）

Ｈ２８末計画実施率：５８％

Ｈ２８末実施率：６１％（＋３％）

（点検実施 凡例）

（Ｈ２６策定点検計画 凡例）

※管理施設数①はＨ２９．３月末現在
※点検計画数②は、Ｈ２６時点の計画数
※点検実施数③及び点検実施率④は速報値



【機密性２】

15%

21%

18%

14%

40%

35%

45%

23%

27%

29%

9%

21%

7%

6%

3%

21%

12%

10%

25%

21%

緊急輸送道路を

構成する橋梁

跨線橋

緊急輸送道路を

跨ぐ跨道橋

橋梁

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

広島県内の点検実施状況（橋梁）

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率（H28年度まで）は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約６１％、跨
線橋約５０％、緊急輸送道路を構成する橋梁約８０％であり、跨線橋の点検が遅れている状況

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、全ての鉄道
事業者と今後の点検計画を確認しており、平成29年度は平成28年度の1.5倍近くを点検予定

【最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成28年度末までの実施状況】

管理施設数
①

H26～H28
点検計画数

②

H26～H28
点検実施数

③

H28年度末
点検実施率
④＝③/①

橋梁 23,375 13,362 14,211 61%

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

641 417 392 61%

跨線橋 214 199 107 50%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

3,644 2,935 2,918 80%

14% 22%

15% 29%

10% 19%

14% 39%

25%

17%

21%

27%
Ｈ２８末実施率：８０％（－２％）

Ｈ２８末計画実施率：８２％

Ｈ２８末実施率：５０％（－３４％）

Ｈ２８末計画実施率：８４％

Ｈ２８末実施率：６１％（－１１％）

Ｈ２８末計画実施率：７２％

Ｈ２８末実施率：６１％（＋３％）

Ｈ２８末計画実施率：５８％

点検実績H26 点検実績H27 点検実績H28

（点検実施 凡例）

（Ｈ２６策定点検計画 凡例）

※管理施設数①はＨ２９．３月末現在
※点検計画数②は、Ｈ２６時点の計画数
※点検実施数③及び点検実施率④は速報値



【機密性２】広島県のＨ２８点検結果（橋梁） 資料③-3

＜平成２８年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数
（H29.4.1現在）

点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 ９１１ ２２７ １５８ ６０ ９ ０

高速道路会社 ７５５ ２４ ７ １０ ７ ０

広島県 ４，１８９ ９８６ ４５７ ４２１ １０８ ０

市区町村 １７,４３７ ４,６３８ ２，３３９ １，９３０ ３６９ ０

合計 ２３,３７５ ５,８７５ ２,９６１ ２,４２１ ４９３ ０

○ 広島県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置すべき状態）0橋（0.0%）、判定区分Ⅲ（早期
に措置を講ずべき状態）は493橋（8.4%）、さらに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態）は2,421橋（41.2%）

※ 点検実施数はH29.3月末時点



【機密性２】

○ 広島県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は45箇所（48.9%）、さ
らに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は45箇所（48.9%）

＜平成28年度管理者別点検結果（トンネル）＞

管理者 管理施設数
（H29.4.1現在）

点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 ９０ １７ ０ １６ １ ０

高速道路会社 ９９ １７ ０ ０ １７ ０

広島県 １５４ ５４ ２ ２８ ２４ ０

市区町村 ８５ ４ ０ １ ３ ０

合計 ４２８ ９２ ２ ４５ ４５ ０

広島県のＨ２８点検結果（トンネル）

※ 点検実施数はH29.3月末時点



【機密性２】

○ 広島県の道路附属物の点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は13箇所（16.0%）、
さらに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は35箇所（43.2%）

＜平成2８年度管理者別点検結果（道路附属物）＞

管理者 管理施設数
（H29.4.1現在）

点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 ２８５ ３９ ２４ １３ ２ ０

高速道路会社 ２１０ ６ ０ ６ ０ ０

広島県 １２７ ２８ ５ １３ １０ ０

市区町村 ２４６ ８ ４ ３ １ ０

合計 ８６８ ８１ ３３ ３５ １３ ０

広島県のＨ２８点検結果（道路付属物等）

※ 点検実施数はH29.3月末時点



資料③-４

H28年度道路橋　診断結果　　　 平成２９年３月３１日時点

道路管理者
管理施設数
(H29.4.1現在）

H28年度
点検実施数

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省（広島） 991 227 158 60 9

西日本高速道路(株) 723 16 5 7 4

本州四国連絡高速道路(株) 35 8 2 3 3

広島県 4,177 985 456 421 108

広島県道路公社 12 1 1

広島市 3,026 1,011 361 570 80

広島高速道路公社 120 50 46 4

呉市 989 266 126 114 26

竹原市 320 134 59 56 19

三原市 1,043 221 112 94 15

尾道市 798 235 124 97 14

福山市 3,100 791 573 177 41

府中市 350 132 50 64 18

三次市 1,315 289 186 92 11

庄原市 1,272 340 124 214 2

大竹市 151 34 9 20 5

東広島市 1,428 309 244 50 15

廿日市市 447 76 23 41 12

安芸高田市 610 196 123 62 11

江田島市 262 0

府中町 48 18 5 9 4

海田町 80 0

熊野町 120 13 12 1

坂町 64 57 20 33 4

安芸太田町 321 90 44 37 9

北広島町 657 110 12 56 42

大崎上島町 103 96 51 37 8

世羅町 393 38 19 19

神石高原町 420 132 62 42 28

広島県内合計 23,375 5,875 2,961 2,421 493 0



H28年度道路トンネル　診断結果

道路管理者
管理施設数
(H29.4.1現在）

H28年度
点検実施数

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省（広島） 90 17 16 1

高速道路会社管理分 99 17 17

広島県 153 54 2 28 24

広島県道路公社 1 0

広島市 24 0

広島高速道路公社 5 0

呉市 14 0

三原市 1 1 1

尾道市 5 0

福山市 1 0

三次市 1 0

庄原市 5 0

大竹市 1 0

東広島市 2 2 2

廿日市市 7 0

安芸高田市 2 0

江田島市 3 0

坂町 1 0

安芸太田町 5 1 1

北広島町 1 0

大崎上島町 2 0

世羅町 2 0

神石高原町 3 0

広島県内合計 428 92 2 45 45 0

平成２９年３月３１日時点



H28年度道路付属物等　診断結果

道路管理者
管理施設数
(H29.4.1現在）

H28年度
点検実施数

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省（広島） 285 39 24 13 2

高速道路会社管理分 210 6 6

広島県 124 28 5 13 10

広島県道路公社 3 0

広島市 145 2 1 1

広島高速道路公社 25 0

呉市 17 4 3 1

尾道市 4 0

福山市 32 0

府中市 2 1 1

三次市 2 1 1

大竹市 1 0

東広島市 4 0

廿日市市 12 0

海田町 1 0

北広島町 1 0

広島県内合計 868 81 33 35 13 0

平成２９年３月３１日時点



【機密性２】判定区分Ⅳの構造物リスト（広島県）

平成２８年度において、判定区分Ⅳ該当施設は、ありません。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

※判定区分

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁

資料③-5

＜判定区分Ⅳのリスト＞

○道路附属物等

○トンネル

判定区分Ⅳ該当施設なし

判定区分Ⅳ該当施設なし

判定区分Ⅳ該当施設なし



【機密性２】広島県のＨ２９以降の点検計画 資料④

道路施設
管理施設数

(H29.3.31現在)

H26～H28点
検計画数
（A）

H26～27
点検実施数

（B）

H28
点検実施数

（C）

H26～H28
点検実施数
（D）=
（B+C）

H29点検
予定数

H30点検
予定数

橋梁 ２３,３７５ １３，３６８ ８，３７１ ５，８７５
（６１％）
１４，２４６

（８０％）
４，３８７

（１００％）
４,７５１

トンネル ４２８ ２６７ １９５ ９２
（６７％）

２８７
（７９％）

５２
（１００％）

１１１

道路附属物等 ８６８ ５７８ ４６９ ８１
（６３％）

５５０
（８１％）

１５４
（１００％）

１９２

＜各構造物の平成29年度以降の点検予定＞

・H29、H30点検計画数は、今後見直しすることがある

・表中の（ ）書きは、当該年度までの累計点検実施率。パーセント表示は四捨五入で表示。



【機密性２】広島県のＨ２９以降の点検計画（最優先で点検すべき橋梁）

道路施設
管理施設数

(H29.3.31現在)

H26～H28
点検計画数

（A）

H26～H27
点検実施数

（B）

H28
点検実施数

（C）

H26～H28
点検実施数
（D）=
（B+C）

H29点検
予定数

H30点検
予定数

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

６４１ ４１７ ２８０ １１２
（６１％）

３９２
（６８％）

４３
（１００％）

２１２

跨線橋 ２１４ １９９ ６２ ４５
（５０％）

１０７
（８２％）

６８
（１００％）

３３

緊急輸送道路を
構成する橋梁

３,６４７ ２，９３５ １，９４２ ９７６
（８０％）
２，９１８

（８９％）
３５１

（１００％）
４０５

＜最優先で点検すべき橋梁の平成29年度以降の点検予定＞

・H29、H30点検計画数は、今後見直しすることがある

・表中の（ ）書きは、当該年度までの累計点検実施率。パーセント表示は四捨五入で表示。



インフラメンテナンス大賞

1

資料⑤



地整管内受賞案件

2国立大学法人山口大学 他

［文科省案件］

［国交省案件］



国土交通大臣賞 しゅうニャン橋守隊

楽しく活動(清掃・点検)することでインフラメンテナンスの理解促進・裾野拡⼤

【清掃活動実績】 (H28.12末現在）
〇活動橋梁数 24橋
〇参加者実績 のべ 220⼈
〇参加者年齢構成 2歳〜69歳

【活動コンセプト】
産・官・学・⺠ の 得意 を持ち寄り 苦⼿ を補う

⼟⽊を⾝近に感じる⼦どもたち

活動の効果・意義を
座学で理解

技術者と⼩学⽣ アーチ橋に感動

⼦どもたちによる
排⽔装置の清掃

簡単な活動で
延命化

3



優秀賞 道路橋及びコンクリート構造物の点検・診断等アドバイザー制度

4

●経 緯
・県では公共土木施設長寿命化計画の策定を終え、これから本格的な
メンテナンスサイクル推進体制の確立が急務

・県のみならず市町村においても点検に要する費用をなるべく節約し、
また職員の維持管理に係る技術力の向上を図るため、直営点検を
円滑に実施する体制の整備が必要

・しかしながら、現時点では職員の経験不足から損傷の見落としや診
断のバラツキ、的確な修繕工法の選定が困難などの課題が存在

・また、点検の診断結果が適正であるか判定する健全度判定会におい
て、専門家を招へいする仕組み（技術支援）がない

・こうしたことから、アドバイザー制度を確立し、県土、市町村とも必要
に応じて円滑にアドバイザーが派遣される制度を創設

アドバイス①：点検実地指導

（点検方法、ポイントの伝授）

アドバイス②：診断の難しい箇所の診断指導

アドバイス③：健全度判定に対する助言、Ⅲ、Ⅳの対策方針助言（修繕方法、詳細調査の有無）、修繕等設計業務の選定工法の助言

点 検

診 断

診断の難易

橋梁調査会等の指導
による診断

難

易

健全度判定会
・健全度判定
・健全度Ⅲ、Ⅳの対策方針
・選定工法の助言

アドバ

イス③

アドバ

イス①

アドバ

イス②

【アドバイザーの関与】

市町村

アドバイザー

県土整備事務所 市町村

健全度判定会
（健全度判定、対策方針）

点検・診断

（直営）

点検・診断

（直営）

対策方針 対策方針
建設技術
センター

派遣
アドバイス

・橋梁調査会

・コンクリート診断士会

契約

一括契約

島根県土木部
技術管理課

【派遣までの流れ】



【機密性２】平成２８年度 研修・講習会の開催状況 資料⑥

橋梁点検講習会 現場実習状況トンネル点検講習会 座学状況 トンネル点検講習会 現場実習状況

名称 開催日 参加者 主催

市町道路施設アセットマネジメントシステム等説明会 9月12日 自治体　26名
広島県

（一社）広島県土木協会

橋梁点検講習会 9月27日 自治体　37名 広島県

トンネル点検講習会 10月28日 国、自治体　30名 広島国道事務所

橋梁点検講習会 11月2日 国、自治体　28名 広島国道事務所

橋梁点検講習会 1月19日 自治体　26名 広島市



【機密性２】平成２９年度の取り組み（予定） 資料⑥

②その他点検講習会等

対 象 ： 自治体職員及び直轄職員
予定人数 ： １会場３０名程度
時 期 ： ①橋梁点検講習会 H29.10.18

②トンネル点検講習会 H29.11.1
目 的 ： 管理者又は発注者として必要な知識の習得を目的として、

橋梁・トンネル点検要領に係る講義及び現場実習を行う。
現場実習

①道路構造物管理実務者研修 〈４～５日間、中国技術事務所〉

対 象：自治体職員及び直轄職員
予定人数：１００名程度（うち自治体職員７０名程度）
時 期：①橋梁Ⅰ H29.5.29～6.2 25名程度

橋梁Ⅰ H29.8.21～8.25        25名程度

橋梁Ⅱ H29.11.27～12.1      15名程度
②トンネル H29.7.18～7.21 10名程度

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検要領に
基づく点検に必要な知識・技能等を取得するための研修。

Ｈ２８年度と同様に、自治体職員及び直轄職員の知識・技術力向上のため、研修、講習会
等を実施予定。



【機密性２】平成２８年度の取り組み状況（現場見学会） 資料⑥



：平成28年度に通知された点検要領

H29.3 小規模附属物点検要領

H28.10 舗装点検要領
H29.  3 舗装点検要領(直轄版)

資料⑦
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